
地区社協の副会長から生徒の皆さんに、社協が 

地域でどんな活動をしているか、お話をしました。 

点字機を使って、皆で名刺に「おくさわしょうがっこう」と 

自分の「名前」を打ちました。お友達同士で助け合ったり、 

教え合ったりしながらオリジナル名刺を完成させました。 

 

 
 

 

 
 

 
 

点字表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥沢小学校「福祉体験学習」のご報告です！ 

今号は・・・ 

だんの 

10月 15日（土）、奥沢小学校 4年生の皆さんと 

福祉体験学習をしました。1時間の授業の中で、 

①車いす②白杖（視覚障害）③点字 について学びま

した。皆さんとても熱心で、事前にいろいろなことを

調べて「点字はフランス人が発明したんだよ！」と 

教えてくれた生徒さんもいました。  

 

奥沢地区通信 

らしを あわせに ふ し く 

車いすで後ろに 

下がるとき、 

ちょっと怖かった・・ 

社協の「なかよし子どもスペース」、 

チラシで見て 知ってるよ! 

 

車いす体験 



奥沢小学校の生徒さんから、いろいろな質問をいただきました。 

ぽーとたまがわさんが、東京都盲人福祉協会さんに聞いて下さいました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Q：点字を発明したのは誰ですか？ 

Q：途中で目が見えなくなった人は点字のことがわかるけど、 

最初から目が見えない人は、どうやって点字を勉強をするのですか？ 

 

Q：目の見えない人は、どうやって時間を知るのですか？ 

 

【連絡先】 社会福祉協議会 奥沢地区事務局 （ 担当 貞清・佐藤 ） 

   電 話 070-3946-9796   FAX 03-6733-7983  

Q：スマホの振動で時間がわかると言いましたが、 

目の見えない人は、どうやってスマホを使うのですか？ 

 

A：フランスの盲学校の生徒であったルイ・ブライユが発明しました。 

英語では点字のことを（ブライユの名前が起源で）『ブレイユ』と呼びます。 

日本の点字は、フランスの点字をアレンジしたものだそうです。 

 

A：点字は盲学校で教わります。模型を触り、点字の成り立ちを覚えて 

  から、点字を覚えていきます。 

 

A：音声の時計（音声式）や、蓋が開いて、針の位置を確認できる 

  時計もあります。（触読式） 

 

A：ｉＰｈｏｎｅを利用。Ｓｉｒｉの機能を中心に音声で操作しています。 

  見えている人が文字入力するように目印がついているスマホもあります。 

  また、画面をタッチして、それに音声がついてくるものもあります。 

 


